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(57)【要約】
【課題】ユーザが注目する複数の評価値の基準情報を簡
易に見やすく表示する。
【解決手段】
　レポート作成支援装置は、診断対象に関する評価項目
と当該評価項目に対する複数の評価値を表示手段に表示
し、表示された複数の評価値の中から一つの指示された
評価値を判定し、、指示された評価値の基準情報と、複
数の評価値のうち当該指示された評価値以外の一つ以上
の評価値の基準情報とを表示手段の最上面に表示する。

【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　診断対象に関する評価項目と当該評価項目に対する複数の評価値を表示手段に表示する
第１の表示処理手段と、
　前記第１の表示処理手段によって表示された前記複数の評価値の中から一つの指示され
た評価値を判定する判定手段と、
　前記指示された評価値の基準情報と、前記複数の評価値のうち当該指示された評価値以
外の一つ以上の評価値の基準情報とを前記第１の表示処理手段による表示に重畳して表示
する第２の表示処理手段とを備えることを特徴とするレポート作成支援装置。
【請求項２】
　前記指示された評価値以外の評価値の基準情報は、前記複数の評価値の予め定められた
並びにおいて、前記指示された評価値に隣接する評価値の基準情報であることを特徴とす
る請求項１に記載のレポート作成支援装置。
【請求項３】
　前記指示された評価値以外の評価値の基準情報は、前記複数の評価値の予め定められた
並びにおいて、前記指示された評価値を除いた評価値の基準情報であることを特徴とする
請求項１に記載のレポート作成支援装置。
【請求項４】
　前記第２の表示処理手段は、前記指示された評価値の基準情報と、当該指示された評価
値以外の評価値の基準情報とを同時に前記表示手段に表示することを特徴とする請求項１
乃至３のいずれか１項に記載のレポート作成支援装置。
【請求項５】
　前記第２の表示処理手段は、予め決められた表示枠において前記指示された評価値の基
準情報と、当該指示された評価値以外の評価値の基準情報とを前記表示手段に表示するこ
とを特徴とする請求項４に記載のレポート作成支援装置。
【請求項６】
　前記第２の表示処理手段は、前記指示された評価値の基準情報と、当該指示された評価
値以外の評価値の基準情報とを所定時間ごとに切り換えて表示することを特徴とする請求
項１乃至３のいずれか１項に記載のレポート作成支援装置。
【請求項７】
　前記判定手段は、カーソル位置が前記複数の評価値のいずれかに合わされることによっ
て前記一つの指示された評価値を判定することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１
項に記載のレポート作成支援装置。
【請求項８】
　前記第１の表示処理手段が表示する前記評価項目と前記複数の評価値は、ユーザが入力
する識別情報に基づいて選択されたものであることを特徴とする請求項１乃至７のいずれ
か１項に記載のレポート作成支援装置。
【請求項９】
　前記識別情報は、前記診断対象である画像の属性情報であることを特徴とする請求項８
に記載のレポート作成支援装置。
【請求項１０】
　診断対象に関する評価項目と当該評価項目に対する複数の評価値を表示手段に表示する
第１の表示処理工程と、
　前記第１の表示処理工程において表示された前記複数の評価値の中から一つの指示され
た評価値を判定する判定工程と、
　前記指示された評価値の基準情報と、前記複数の評価値のうち当該指示された評価値以
外の一つ以上の評価値の基準情報とを前記第１の表示処理工程における表示に重畳して表
示する第２の表示処理工程とを有することを特徴とするレポート作成支援方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載されたレポート作成支援方法の各工程をコンピュータに実行させるた
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めのプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レポート作成支援装置、その方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医師が医用画像を観察して画像診断を行った結果は、画像診断レポートにまとめられる
。近年、医療業務の効率化を目的として医療文書の電子化が進み、画像診断レポートも電
子的に作成される様になった。しかし、従来の画像診断レポートの作成支援装置の多くは
、依然として画像所見と画像診断名を自由文で入力させるものであった。レポートを自由
文で記載すると、医師によって使用する用語や文体が異なり、また誤記が含まれることも
あるため、コンピュータによる自動検索や自動分析が困難であった。
【０００３】
　そこで、医師がテンプレート形式で入力する、テンプレート形式のレポート作成支援装
置が提案されている。テンプレート形式のレポート作成支援装置は、レポートの記載内容
が標準化されることにより、過去の画像診断レポートを有効活用することが可能となる。
特許文献１には、自由文もしくはテンプレート形式で入力可能なレポート作成支援装置が
記載されている。特許文献１では、ユーザが図形を選択することにより、所見文を自動的
に作成している。
【０００４】
　ところで、画像診断レポートには、医師が医用画像から発見した異常陰影に関する画像
所見と、その異常陰影の医学的な分類名を判断した画像診断名が記載される。画像所見に
ついて詳細に述べると、画像所見の種類（例えば、棘状突起、切れ込みなど）とその評価
値（例えば、多い、強いなど）が記載される。ここで、画像所見と画像診断名のいずれに
ついても、医師の知識や経験に基づいて決定されることが多い。従って、医師の知識や経
験が異なれば、各評価項目（画像所見や画像診断名）についてそれぞれ異なった評価値を
付与する可能性がある。誰からも信頼される評価値を付与するためには、各評価項目に対
して統一した基準を設けることが望ましい。テンプレート形式のレポート作成支援装置を
利用した場合も同様である。
【０００５】
　医師によらず、各評価項目に対して統一した基準で評価値を付与してもらうためには、
各評価項目の複数の評価値のそれぞれに対して評価値の基準を示す情報（説明文や説明図
。以下、基準情報と記す）を表示することが望ましい。しかし、テンプレートに存在する
すべての評価項目のすべての評価値に対する基準情報をまとめて表示すると、情報が多過
ぎてそれらを読むのに長い時間がかかるため、ユーザ（例えば医師。以下同様）は多忙な
場合に、基準情報を読まない恐れがある。
【０００６】
　一方で、少量の情報を読みやすく表示する技術として、コンピュータのＧＵＩ（Graphi
c User Interface）を用いたツールチップと呼ばれる表示技術がある。ツールチップとは
、ユーザがカーソル（マウスポインタ）をある項目に合わせた時だけ、その項目上に小さ
な表示枠を表示し、その表示枠内に少量の情報（文字列やアイコン）を表示する技術であ
る。表示枠内に図を表示することも可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－３５５４１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　テンプレート形式の画像診断レポートには、多数の評価項目（画像所見や画像診断名）
のそれぞれについて複数の評価値が表示される。上述のツールチップ技術を用いて、ある
評価項目についての評価値に対する基準情報を表示することはできる。しかし、ユーザは
ある評価項目について評価値を付与する場合、一般的には、複数の評価値を比較検討した
後に、最適な評価値を選択する。従って、比較対象となる複数の評価値について同時に基
準情報を見たいという要望がある。しかしながら上述のツールチップ技術を用いた場合、
カーソルを合わせた一つの評価値に対する基準情報しか表示できないため、ユーザは比較
対象となる複数の評価値のそれぞれに対して一つずつカーソルを移動しなければならなか
った。あるいは、すべての評価項目のすべての評価値に対する基準情報をまとめて記載し
た文書を読まなければならなかった。
【０００９】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、ユーザが統一した基準で各評価項目
の評価値を付与できるように、ユーザが注目する複数の評価値の基準情報を簡易に見やす
く表示することのできるレポート作成支援装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、本発明の一態様によるレポート作成支援装置以下の構成を備
える。すなわち、診断対象に関する評価項目と当該評価項目に対する複数の評価値を表示
手段に表示する第１の表示処理手段と、前記第１の表示処理手段によって表示された前記
複数の評価値の中から一つの指示された評価値を判定する判定手段と、前記指示された評
価値の基準情報と、前記複数の評価値のうち当該指示された評価値以外の一つ以上の評価
値の基準情報とを前記第１の表示処理手段による表示に重畳して表示する第２の表示処理
手段とを備える
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、ユーザが注目する複数の評価値の基準情報を簡易に見やすく表示する
ことのできるレポート作成支援装置を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】第１実施形態によるレポート作成支援装置の全体構成の一例を示す図。
【図２】レポート作成支援処理の一例を示すフローチャート。
【図３】基準情報表示処理（Ｓ１０７）の一例を示すフローチャート。
【図４】基準情報表示処理（Ｓ１０７）の実行結果を例示する図。
【図５】レポート入力が行われた際のレポート表示画面を例示する図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、図面を参照しながら、本発明を実施するための形態（実施形態）について説明
する。ただし、発明の範囲は図示例に限定されるものではない。
【００１４】
　［第１実施形態］
　図１は、第１実施形態によるレポート作成支援装置の全体構成の一例を示す図である。
レポート作成支援装置１０は、通信手段２１を介して医療情報システム２２と通信可能に
接続されている。本実施形態においては、通信手段２１はＬＡＮ（Local Area Network）
で構成される。なお、本実施形態では通信手段２１はＬＡＮで構成されるものとして説明
するが、通信手段２１は、ＬＡＮに限定されず他のネットワークで構成されても構わない
。医療情報システム２２は、患者情報、医師情報、過去の画像診断レポートなど様々な医
療情報を管理する。レポート作成支援装置１０は、後述の処理によって作成した画像診断
レポートを、通信手段２１を介して医療情報システム２２に保存する。
【００１５】
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　レポート作成支援装置１０は、その機能的な構成として、通信ＩＦ３１、ＲＯＭ３２、
ＲＡＭ３３、記憶部３４、操作部３５、表示部３６、制御部３７を具備する。通信ＩＦ（
Interface）３１は、例えば、ＬＡＮカード等で実現され、通信手段２１を介した外部装
置（例えば、データベースとしての医療情報システム２２）とレポート作成支援装置１０
との間の通信を司る。ＲＯＭ（Read Only Memory）３２は、不揮発性のメモリ等で実現さ
れ、各種プログラム等を記憶する。ＲＡＭ（Random Access Memory）３３は、揮発性のメ
モリ等で実現され、各種情報を一時的に記憶する。記憶部３４は、例えば、ＨＤＤ（Hard
 Disk Drive）等で実現され、予め診断対象画像の属性情報ごとに作成しておいた複数の
画像診断レポートのテンプレートなど、各種情報を記憶する。操作部３５は、例えば、キ
ーボードやマウス等で実現され、ユーザからの指示を装置内に入力する。表示部３６は、
例えば、ディスプレイ等で実現され、各種情報をユーザに向けて表示する。
【００１６】
　制御部３７は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等で実現され、レポート
作成支援装置１０における処理を統括制御する。制御部３７には、その機能的な構成とし
て、医療情報取得部４１、テンプレート読出部４２、表示処理部４３、操作判定部４４、
カーソル位置判定部４５、基準情報読出部４６、レポート入力処理部４７、コマンド処理
部４８が設けられる。これらの構成は、例えば、ＣＰＵがＲＡＭ３３をワーク領域として
ＲＯＭ３２または記憶部３４等に記憶されたプログラムを読み込み実行することで実現さ
れる。なお、これらの構成の一部又はその全てが専用の回路等で実現されても良い。
【００１７】
　次に、図２と３を用いて、図１に示すレポート作成支援装置１０の処理の一例を説明す
る。図２は、レポート作成支援装置１０におけるレポート作成支援処理を示すフローチャ
ートである。図２において、ユーザが、識別情報として、操作部３５を介して患者ＩＤ、
画像ＩＤ、医師ＩＤを入力し、画像診断レポートの作成開始を指示すると、処理が開始す
る。処理が開始すると、医療情報取得部４１は、入力された患者ＩＤ、画像ＩＤ、医師Ｉ
Ｄをそれぞれ検索キーとして、通信手段２１を介して医療情報システム２２からそれぞれ
のＩＤに対応する属性情報を画像の属性情報として取得する（Ｓ１０１）。例えばユーザ
は、患者ＩＤ対応する患者の属性情報（氏名、年齢など）と、画像ＩＤに対応する画像の
属性情報（モダリティ、撮影部位、撮影日など）と、医師ＩＤに対応する医師の属性情報
（医師名、所属部門など）を取得する。医療情報取得部４１は、取得した画像の属性情報
をＲＡＭ３３に格納する。
【００１８】
　テンプレート読出部４２は、医療情報取得部４１が取得した画像の属性情報に応じて、
記憶部３４から適切な画像診断レポートのテンプレートを読み出し、初期状態の画像診断
レポートとしてＲＡＭ３３に格納する（Ｓ１０２）。例えば、画像の属性情報が［モダリ
ティ：ＣＴ、撮影部位：胸部］であれば、テンプレート読出部４２は、胸部ＣＴ用のテン
プレートを読み出し、ＲＡＭ３３に格納する。画像診断レポートのテンプレートには、患
者の属性情報欄、画像診断を行う医師の属性情報欄、及び予め決められた評価項目（画像
所見や画像診断名）とそれらの評価値の選択肢が含まれている。後述のように、ユーザが
各評価項目に対して一つずつ評価値を選択することで画像診断レポートが作成されるよう
になっている。テンプレート読出部４２は、医療情報取得部４１で取得した患者の属性情
報と医師の属性情報を、ＲＡＭ３３に記憶している画像診断レポートのそれぞれ対応する
欄に書き込む（Ｓ１０３）。
【００１９】
　表示処理部４３は、第１の表示処理として、テンプレート読出部４２がＲＡＭ３３に書
き込んだ画像診断レポートを表示部３６に表示する（Ｓ１０４）。ユーザは、医用画像表
示装置（不図示）上に表示された診断対象の画像を見ながら、画像診断レポートの作成を
行う。ステップＳ１０４で画像診断レポートが表示された後に、操作判定部４４は、操作
部３５から入力されたユーザ入力を取得する（Ｓ１０５）。そして、操作判定部４４は、
入力の種類に応じて、入力情報をカーソル位置判定部４５、レポート入力処理部４７、コ
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マンド処理部４８のいずれかに渡す（Ｓ１０６）。具体的には、操作判定部４４は、入力
内容がカーソル移動であった場合は、カーソル移動情報をカーソル位置判定部４５に渡す
。また、操作判定部４４は、入力内容がレポートであった場合は、レポート入力情報をレ
ポート入力処理部４７に渡す。また、操作判定部４４は、入力内容がコマンドであった場
合は、コマンド入力情報をコマンド処理部４８に渡す。そして、カーソル位置判定部４５
、レポート入力処理部４７、コマンド処理部４８はそれぞれ、入力情報に従った操作を行
う（Ｓ１０７～Ｓ１０９）。
【００２０】
　カーソル位置判定部４５は、操作判定部４４からカーソル移動情報を取得し、取得した
情報に従って処理を行う（Ｓ１０７）。具体的には、カーソル位置判定部４５は、基準情
報読出部４６及び表示処理部４３と共に、基準情報表示処理を行う。基準情報表示処理は
、カーソル位置が指示する評価値の基準情報とその近傍の評価値の基準情報とを同時に表
示する処理であり、図３を用いて後述する。
【００２１】
　レポート入力処理部４７は、操作判定部４４からレポート入力情報を取得し、取得した
情報に従って処理を行う（Ｓ１０８）。本実施形態におけるレポート入力情報は、一例と
して、所定の評価項目における評価値の選択を指示する情報（選択情報）であるとする。
このとき、レポート入力処理部４７は、一つ評価項目に関して一つの評価値が選択された
場合、その評価項目に含まれる他のすべての評価値の選択を解除する。これにより、一つ
の評価項目に関して２つ以上の評価値が同時に選択されないようにする。さらに、レポー
ト入力処理部４７は、すべての評価項目に対するすべての評価値の選択状態をＲＡＭ３３
に格納した画像診断レポートに書き込んでから、表示処理部４３に表示の更新を通知する
（Ｓ１０８）。表示処理部４３は、レポート入力処理部４７からの通知を受けてＲＡＭ３
３に格納した画像診断レポートを読み出し、表示部３６に表示する。表示部３６における
表示例を図５に示す。図５は、レポート入力が行われた場合のレポート表示画面を例示す
る図である。図５において、評価項目である「棘上突起」に関して、評価値「中程度」が
選択されている。
【００２２】
　コマンド処理部４８は、操作判定部４４からコマンド入力情報を取得し、取得した情報
に従って処理を行う（Ｓ１０８）。コマンド処理部４８は、コマンド入力情報が終了コマ
ンド以外のコマンドを示す場合（Ｓ１０９のＮｏ）各種コマンドを処理する（Ｓ１１０）
。一方、コマンド処理部４８は、コマンド入力情報が終了コマンドを示す場合（Ｓ１０９
のＹｅｓ）、通信ＩＦ３1と通信手段２１を介して、ＲＡＭ３３に格納した画像診断レポ
ートを医療情報システム２２に保存する（Ｓ１１１）。その後、レポート作成終了を表示
処理部４３に通知する。表示処理部４３は、コマンド処理部４８から受けた通知に従って
、表示部３６に表示する画面を更新する。レポート作成終了通知を受け取った場合は、画
像診断レポートの表示を消去する（Ｓ１１２）。以上で、画像診断レポート作成支援処理
は終了する。なお、ステップＳ１０７、Ｓ１０８、Ｓ１１０の実行後は、再びステップＳ
１０５に戻る。
【００２３】
　図３は、基準情報表示処理（Ｓ１０７）の一例を示すフローチャートである。図３にお
いて、カーソル位置判定部４５が、操作判定部４４からカーソル位置情報を渡されると、
処理は開始する。処理が開始すると、カーソル位置判定部４５は、まず、評価項目の識別
子ｍに１を代入し（Ｓ２０１）、第ｍ評価項目の評価値の識別子ｎに１を代入する（Ｓ２
０２）。次に、カーソル位置判定部４５は、操作判定部４４から渡されたカーソル位置が
第ｍ評価項目の第ｎ評価値の位置と合っているかどうかを判定する（Ｓ２０３）。位置が
合っている場合はステップＳ２０４に進み、位置が合っていない場合はステップＳ２０９
に進む。
【００２４】
　ステップＳ２０９において、カーソル位置判定部４５は、値ｎに１を加算してから（Ｓ
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２０９）、値ｎが第ｍ評価項目の評価値の総数Ｎ以下かどうかを判定する（Ｓ２１０）。
値ｎがＮ以下の場合はステップＳ２０３に戻り、値ｎがＮを超えた場合はステップＳ２１
１に進む。ステップＳ２１１において、カーソル位置判定部４５は、値ｍに１を加算して
から（Ｓ２１１）、値ｍが評価項目の総数Ｍ以下かどうかを判定する（Ｓ２１２）。値ｍ
がＭ以下の場合はステップＳ２０２に戻り、値ｍがＭを超えた場合は処理を終了する。
【００２５】
　ステップＳ２０４において、基準情報読出部４６は、値ｎが１、２以上Ｎ未満、Ｎのい
ずれの値であるかを判定し、判定結果によって読み出す基準情報を決める（Ｓ２０４）。
値ｎが１の場合、基準情報読出部４６は、第ｍ評価項目の第１、第２の評価値の基準情報
を読み出す（Ｓ２０５）。値ｎが２以上Ｎ未満の場合、基準情報読出部４６は、第ｍ評価
項目の第ｎ－１、第ｎ、第ｎ＋１の評価値の基準情報を読み出す（Ｓ２０６）。値ｎがＮ
の場合、基準情報読出部４６は、第ｍ評価項目の第Ｎ－１、第Ｎの評価値の基準情報を読
み出す（Ｓ２０７）。すなわち、基準情報読出部４６は、第ｎ評価値以外の評価値である
、第ｎ評価値に隣接する評価値の基準情報を読み出す。基準情報読出部４６は、読み出し
た基準情報を表示処理部４３に渡す。
【００２６】
　表示処理部４３は、第２の表示処理として、表示部３６に、基準情報読出部４６から渡
された複数の基準情報をまとめて所定の位置に表示する（Ｓ２０８）。ここで、所定の位
置の第一の例は、カーソル位置上に一時的に表示する比較的小さな表示枠である。本実施
形態では、カーソル位置とその近傍位置にある複数の評価値の基準情報がまとめて表示さ
れる点が従来のツールチップ技術とは異なる。また、所定の位置の第二の例は、予め表示
部３６で決めておいた所定の表示枠である。例えば、表示部３６が表示する画面の四隅の
いずれかの位置を所定の表示枠表示位置と決めておく。この所定の表示枠は、基準情報読
出部４６から複数の基準情報を渡された時だけ一時的に表示してもよいし、あるいは常時
表示しておいてもよい。常時表示する場合は、基準情報読出部４６から最後に渡された複
数の基準情報を表示しておく。
【００２７】
　ステップＳ２０５乃至Ｓ２０７、及びＳ２０８の処理により、カーソル位置が合わされ
た評価値の基準情報と、その評価値に隣接する評価値の基準情報とが同時に表示される。
なお、上述した複数の基準情報の表示処理は、所定のユーザ指示により表示枠の表示方法
を変更できるようにしてもよいし、あるいは、所定のユーザ指示により何も表示しないよ
うに切り換えることもできる。
【００２８】
　図４は、図３を用いて説明した基準情報表示処理（Ｓ１０７）の実行結果を例示する図
である。図４に示す例では、評価項目として「不整」、「棘上突起」、「切れ込み」が表
示され、それぞれについての評価の候補として「多い／強い」「中程度」「少ない／弱い
」「あるかもしれない」「認めない」の文字と、これら候補から一つを指示するためのラ
ジオボタンが表示される。操作部３５への操作入力に応じて表示部３６に表示されるカー
ソルを移動させ、候補の１に対応するラジオボタンをクリックする操作入力に応じて、制
御部３７は、評価項目についての評価を画像に設定する。例えば、評価対象の医用画像が
指定された状態で、図４の「不整」の評価項目について「中程度」の評価値を選択する操
作入力に応じて、制御部３７は、当該評価対象の医用画像について「不整」の評価項目に
「中程度」の評価値を設定する。また、「棘状突起」の評価項目について「少ない／弱い
」の評価値、「切れ込み」の評価項目について「認めない」の評価値をそれぞれ選択する
操作入力に応じて、制御部３７は。当該評価値を設定する。
【００２９】
　図４（Ａ）は、評価項目（「不整、「棘上突起」、「切れ込み」」）全てに関して、カ
ーソル位置がいずれの評価値にも合っていない場合の表示例であり、図３のステップＳ２
１２において値ｍがＭを超えたと判定された場合の表示例である。この場合、ステップＳ
１０７の処理は終了し、処理は図２のステップＳ１０５に戻る。
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　図４（Ｂ）はカーソル位置が一つの評価項目に関して一つの評価値に合っている場合の
表示例である。具体的には、カーソル位置は、評価項目である「棘状突起」に関して、評
価値「中程度」の位置に合っている表示例である。これは、図３のステップＳ２０４にお
いて、値ｎが２以上Ｎ未満であると判定された場合の表示例である。図４（Ｂ）の例では
、画面の最上面に重畳して表示（ポップアップ表示）された基準情報として、評価項目名
、評価値名、評価値の説明図（イラスト）が表示されている。図４（Ｂ）において、評価
値の説明図は、カーソル位置である、評価値「中程度」の説明図と、評価値「中程度」に
隣接する評価値（「多い/強い」、「少ない/弱い」）の説明図がイラストで表示されてい
る。なお、図４（Ｂ）では、評価値の説明図をイラストとしているが、これに限定されず
本物の医用画像を表示してもよい。また、一つの評価値の説明図として一つの図（イラス
トや医用画像）を表示するのではなく、一つの評価値に対して複数の図（イラストや医用
画像）を表示してもよい。こうした説明情報は予めベンダーまたはユーザが所定の形式で
作成しておき、記憶部３４に格納しておくことができる。
【００３１】
　以上説明した通り、本発明によれば、ユーザが注目する評価項目の評価値にカーソルを
合わせるという簡易な操作によって、注目する評価値とその近傍にある評価値の複数の基
準情報を同時に見やすく表示することができる。つまり、ユーザは注目する評価値とその
近傍の評価値の基準情報を見比べることができるため、評価値の基準情報を効率的に理解
することができ、それゆえ統一した基準で画像診断レポートを作成できるという効果があ
る。
【００３２】
　なお、本実施形態では、画像診断レポートの作成開始に必要な情報として、患者ＩＤ、
画像ＩＤ、医師ＩＤを挙げたが、これらに限定されず、他の情報としても構わない。同様
に、本実施形態では、テンプレート読出部４２は、画像の属性情報に応じたテンプレート
を初期状態の画像診断レポートとして記憶部３４から読み出したが、他の識別情報に基づ
いてテンプレートを読み出すようにしても構わない。また、本実施形態では、カーソル位
置が合わされた評価値の基準情報と、その評価値に隣接する評価値の基準情報とが同時に
表示されるようにしたが、同じ評価項目におけるすべての基準情報を表示するようにして
も構わない。さらに、この表示も同時に行われることに限定されず、所定時間ごとに切り
換えた表示など、ユーザの目に確認できるような表示としてもよい。
【００３３】
　以上のように、実施形態によれば、カーソルで指示された評価値の基準情報を最上面に
表示（ポップアップ表示）する際に、他の評価値の基準情報を含めた提示が為されるため
、ユーザは評価値の選択がし易くなる。なお、上述の実施形態でいう「評価値」には、数
値に限らず、図４に示すように「多い／強い」「中程度」「少ない／弱い」「あるかもし
れない」「認めない」といった評価項目に対応する評価を含んでも良い。あるいは、評価
項目が「形状」である場合の「球形」「分葉状」「楔形」「不整形」といった、数値的な
換算が不可能な評価も含んでも良い。
【００３４】
　［その他の実施形態］
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体を介し
てシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵや
ＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
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